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上野 俊彦 
 

 

2020年７月１日、ロシアで憲法修正に関する全ロシア投票が行われた。新型コロナウイルスの影

響で、当初、2020年４月22日に投票日が設定されていたが、延期となっていた。今回の憲法修正

により、プーチン大統領が2024年以降も任期続投が可能となったり、日ロの領土交渉に影響が生じ

る可能性があると伝えられたりしているため、投票については日本でも注目を集めてきた。そこで、今

回の投票結果について、元上智大学外国語学部ロシア語学科教授の上野俊彦先生に暫定的なコ

メントをお寄せいただいたので、今号ではそれをご紹介する。なお、上野先生には『ロシアNIS調査月

報』2020年9-10月号（８月20日発行）で、今回の投票結果につきより掘り下げて分析していただく

予定である。（編集部） 

 

 

本稿では、ロシア憲法の「改正」ではなく「修正」と言っている。それは、ロシア憲法が、その基本原

則を定める第１、２、９章の条項の変更を憲法「改正」とし、残りの第３～８章の条項の変更を憲法

「修正」として区別しており、今回はロシア憲法第３～８章の条項の変更なので、ロシア憲法に従えば、

憲法「修正」となるからだ。 

また本稿では、「国民投票」ではなく「全ロシア投票」と言っている。これは、今回の投票が、憲法

憲法修正に関する全ロシア投票の結果  

―暫定的コメント― 
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